
　

大
災
害
の
前
で
は
、「
自
助
・

共
助
・
公
助
」
の
う
ち
、「
自
助
」

の
脆
さ
、「
公
助
」
の
難
し
さ

が
改
め
て
浮
き
彫
り
と
な
り
、

地
域
の
「
共
助
」
の
重
要
さ
・

大
切
さ
が
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　
　

大
災
害
時
に
は
行
政
の
機

能
が
奪
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

「
地
域
の
絆
」
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
強
固
に
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
具
体
的
手
法
は
。

　
　
　
　
　
　
　

震
災
時
だ
け

で
な
く
、
普
段
か
ら
高
齢
者
・

単
身
者
・
外
国
人
な
ど
が
参
加
・

協
力
し
易
い
環
境
を
作
る
た
め
、

区
へ
の
加
入
促
進
、
情
報
発
信

に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
防
災
面
で
は
、
各
地
区

の
防
災
倉
庫
の
資
機
材
充
実
や

研
修
会
へ
の
補
助
、「
防
災
リ

ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
な
ど
、
環

境
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

緊
急
時
に
各
区
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
職
員
は
、
普
段
か
ら
担

当
区
の
防
災
訓
練
等
に
参
加
す

べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
区
の

担
当
職
員
は
決
め
て
い
る
が
、

防
災
訓
練
へ
の
参
加
が
で
き
て

い
な
い
実
態
が
あ
る
。

　

今
後
は
各
区
の
訓
練
等
に
参

加
し
、
実
態
を
把
握
す
る
こ
と

を
検
討
し
た
い
。

　

５
月
に
地
方
自
治
法
が
改
正

さ
れ
、
地
方
の
自
由
度
が
大
幅

に
拡
大
さ
れ
た
。
地
域
の
特
色

を
活
か
し
た
町
づ
く
り
を
、
住

民
と
協
働
で
進
め
る
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た

町
づ
く
り
に
は
、
職
員
と
住
民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

不
可
欠
。
中
堅
職
員
が
町
内
の

企
業
や
施
設
等
で
研
修
を
行
う

機
会
を
設
け
、
地
域
の
活
動
を

体
感
す
る
機
会
を
与
え
て
は
。

　
　
　
　
　

時
代
の
変
化
や
住

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
厳
し
い

行
財
政
課
題
な
ど
に
適
切
に
対

応
で
き
る
政
策
形
成
能
力
を
持

っ
た
職
員
を
育
成
す
る
時
期
に

あ
る
。　

　

そ
の
手
法
と
し
て
民
間
研
修

も
有
効
で
あ
る
た
め
、
実
施
に

向
け
て
検
討
す
る
。

答

防
災
交
通
課
長

町
政
を
問
う
！

個
人
質
問

区への加入促進、情報発信をこれまで以上に実施答

問

現時点では、大きく見直す事は、考えてない

避難所の見直しはしなくても大丈夫なのか避難所の見直しはしなくても大丈夫なのか
答

問

「地域の絆」を強固にするための積極的支援を「地域の絆」を強固にするための積極的支援を

問問

問

　

私
は
、
3
月
19
日
か
ら
3
日

間
、
5
月
4
日
か
ら
2
日
間
の

2
回
に
わ
た
り
商
工
会
青
武
会

の
仲
間
や
２
市
２
町
の
議
員
仲

間
と
共
に
、
被
災
地
宮
城
県
と

福
島
県
に
出
向
き
支
援
を
行
な

っ
て
き
た
。

　

そ
の
時
の
写
真
と
動
画
を
、

防
災
交
通
課
に
届
け
て
あ
る
の

で
、
ぜ
ひ
皆
様
に
も
見
て
ほ
し

い
。
実
際
、
目
に
し
た
状
況
は
、

全
く
悲
惨
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
く
、
胸
を
打
た
れ
る
も
の
が

あ
っ
た
。
こ
の
東
日
本
大
震
災

を
踏
ま
え
、
わ
が
町
に
お
い
て

も
防
災
計
画
な
ど
見
直
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

避
難
所
の
見
直
し
は
し
な

く
て
も
大
丈
夫
な
の
か
。
液
状

化
現
象
な
ど
で
、
い
ざ
災
害
と

な
っ
た
時
、
実
際
に
行
け
な
く

な
る
場
所
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

災
害
発
生
時

に
は
、
そ
の
時
々
に
応
じ
て
皆

さ
ん
に
必
要
な
情
報
を
、
速
や

か
に
伝
え
る
。

　
　

各
区
が
管
理
す
る
防
災
倉

庫
の
置
き
場
所
は
適
当
か
。
大

震
災
の
津
波
災
害
で
は
ど
こ
か

へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
わ
が

町
に
お
い
て
も
、
い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
に
高
台
に
集
め
て
は

い
か
が
か
。

　
　
　
　
　
　
　

各
区
に
任
せ

て
あ
る
。
全
て
の
被
害
に
対
処

す
る
の
は
難
し
い
。

　
　

各
区
自
主
防
災
に
よ
る
訓

練
は
、
区
に
よ
っ
て
温
度
差
が

あ
る
。
町
統
括
の
防
災
避
難
訓

練
を
年
２
回
行
な
っ
て
は
い
か

が
か
。

　
　
　
　
　
　
　

各
区
の
ば
ら

つ
き
は
あ
る
が
、
活
発
な
活
動

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
各
区
ご

と
の
訓
練
の
実
施
を
図
っ
て
い

く
。

　
　

武
豊
町
と
し
て
の
復
興
支

援
、
援
助
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

６
月
１
日
時
点
で

の
募
金
は
、
８
８
０
万
円
。
他

に
３
月
中
に
３
回
物
資
を
届
け
、

職
員
の
派
遣
も
行
な
っ
て
い
る
。

　
　

保
育
所
に
避
難
所
が
１
つ

も
な
い
訳
は
。

　
　
　
　
　
　
　

今
後
検
討
し

て
い
く
。

問

問問問

問

答

町
長

答

町
長

答

厚
生
部
長

石原　壽朗 議員

南　賢治 議員

■武豊町防災訓練

■水が引かず、未だ手付かずの被災地

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長
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町
政
を
問
う
！

個
人
質
問

　

東
日
本
大
震
災
は
、
第
２
次

世
界
大
戦
後
、
最
大
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
地
域
社
会
、
地

方
自
治
の
在
り
方
が
、
改
め
て

問
わ
れ
て
い
る
。

　
　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
自

助
・
共
助
・
公
助
と
い
う
考
え

方
が
あ
ま
り
機
能
し
な
か
っ
た

と
考
え
る
。
町
当
局
は
、
住
民

の
自
助
・
共
助
に
期
待
す
る
と

い
う
が
、
そ
の
た
め
に
、
財
政

も
含
め
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

支
援
を
す
る
と
い
う
、
指
針
は

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

自
助
・
共
助

は
、
町
が
全
て
を
進
め
て
い
く

つ
も
り
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、

自
主
的
な
自
助
・
共
助
が
進
ん

で
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
や
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ン
に
よ

る
土
地
利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
、

液
状
化
マ
ッ
プ
な
ど
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
考
慮
し
て
策
定
さ
れ

た
の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ

う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

液
状
化

マ
ッ
プ
は
5
0
0
m
の
メ
ッ
シ

ュ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
全

て
が
液
状
化
に
な
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。

　

ま
た
、
技
術
的
に
液
状
化
に

対
す
る
ハ
ー
ド
面
で
対
応
し
、

開
発
し
て
い
き
た
い
。

　

現
在
、
武
豊
町
に
完
璧
な
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
な
い
が
、
今

後
検
証
し
、
で
き
る
限
り
リ
ン

ク
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
く
。

　
　

大
震
災
が
起
こ
っ
た
場
合
、

国
か
ら
の
助
成
は
不
交
付
団
体

に
は
厳
し
い
。
前
議
会
の
答
弁

で
適
切
な
財
政
調
整
基
金
は
、

十
数
億
円
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

増
や
す
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
今
後
の
予
算
編
成
を
、
今

ま
で
の
考
え
方
か
ら
シ
フ
ト
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

前
議
会
で
十
数

億
と
答
弁
し
た
が
、
目
標
と
し

て
は
、
そ
の
倍
は
欲
し
い
。
備

え
る
こ
と
と
共
に
、
ど
う
い
う

や
り
方
を
す
る
か
を
じ
っ
く
り

考
え
た
い
。
な
か
な
か
結
論
が

で
な
け
れ
ば
少
し
で
も
貯
め
て

い
く
。

※
他
に
「
２
回
目
の
無
料
耐
震

診
断
に
つ
い
て
」
の
質
問
。

　
　

町
の
出
先
機
関
で
あ
る
富

貴
支
所
は
富
貴
地
区
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
地
域
の
人
た
ち

に
と
っ
て
、
重
要
な
施
設
で
あ

る
。
特
に
利
用
者
を
年
代
別
に

み
て
み
る
と
、
40
歳
か
ら
59
歳

27
・
7
%
、
60
歳
か
ら
79
歳

60
・
2
％
（
平
成
17
年
度
か

ら
21
年
度
）
と
高
齢
者
の
利
用

比
率
が
非
常
に
高
く
、
ま
さ
し

く
交
通
弱
者
と
い
わ
れ
る
方
々

の
施
設
で
あ
る
。
現
在
計
画
が

進
ん
で
い
る
南
部
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
と
の
相
互
利
用
を
含

め
た
利
用
形
態
を
問
う
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
富
貴
支

所
が
果
た
し
て
き
た
役
割
は
、

十
分
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

隣
接
地
に
平
成
24
年
4
月
開

設
す
る
南
部
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
機
能
統
合
も
念
頭
に
、

可
能
な
限
り
地
区
の
公
共
施
設

と
し
て
利
用
し
や
す
い
運
営
体

系
を
検
討
す
る
。

　
　

明
日
の
武
豊
町
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
、
健
や
か
に
育
ち

武
豊
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
、

ま
た
、
他
の
地
域
の
人
た
ち
が

武
豊
町
に
住
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
町
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
今
回
示
さ

れ
た
武
豊
町
保
育
園
等
整
備
計

画
策
定
ま
で
の
経
過
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　

園
舎
の
老
朽

化
へ
の
対
応
、
効
率
的
な
運
営
、

公
立
保
育
園
の
役
割
、
民
営
化

や
私
立
幼
稚
園
の
誘
致
な
ど
、

保
育
園
を
取
り
巻
く
状
況
の
検

討
、
国
の
幼
保
一
元
化
や
保
育

分
野
の
制
度
改
革
の
動
向
な
ど

を
踏
ま
え
、
保
育
所
運
営
審
議

会
や
役
場
職
員
に
よ
る
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
検
討
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
経

て
、
計
画
策
定
と
な
っ
た
。

　

園
児
数
の
減
少
に
よ
り
、
統

合
の
検
討
に
な
っ
て
い
る
園
の

保
護
者
の
意
見
と
し
て
、
子
ど

も
の
人
数
が
減
少
し
、
園
が
統

合
と
な
っ
て
し
ま
う
の
は
仕
方

な
い
が
、
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ

い
が
あ
る
園
な
の
で
、
統
合
先

の
園
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
心

配
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

今後はできる限り考えて進めていく

液状化などのハザードマップとリンクした都市計画を液状化などのハザードマップとリンクした都市計画を
答

問

問答

副
町
長

問

答

厚
生
部
長

問

答

町
長

石川　義治 議員

岩瀬　計介 議員

■機能統合が検討される
　南部子育て支援センター

■液状化マップ

地区の公共施設として利用しやすい運営体系を検討する

富貴支所の今後のあり方について富貴支所の今後のあり方について
答

問

答

総
務
部
長

問問答

産
業
建
設
部
長

2011年7月15日発行<<<議会だより 　　　　NO.136 <<< 10



答

町
長

　

東
海
、
東
南
海
、
南
海
地
震

の
発
生
が
心
配
さ
れ
て
い
る
こ

の
地
域
に
お
い
て
も
、
公
共
施

設
の
防
災
対
策
を
一
日
も
早
く

見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　
　

南
保
育
園
、
竜
宮
保
育
園

は
、
海
の
近
く
に
あ
り
、
ま
た
、

防
災
マ
ッ
プ
に
よ
る
と
、
南
保

育
園
で
は
海
抜
2
・
9
ｍ
、
竜

宮
保
育
園
で
は
海
抜
1
・
9
ｍ

に
な
る
。
津
波
に
対
す
る
避
難

訓
練
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て

い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
南
保

育
園
、
竜
宮
保
育
園
で
は
、
年

一
回
津
波
に
対
す
る
避
難
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
、

更
な
る
津
波
を
想
定
し
て
、
近

隣
の
高
台
へ
の
避
難
と
そ
の
ル

ー
ト
や
所
要
時
間
を
含
め
検
討

し
て
い
く
。

　

両
保
育
園
で
は
、
5
月
に
園

外
散
歩
を
兼
ね
て
、
乳
児
を
乳

母
車
に
乗
せ
高
台
へ
の
避
難
を

実
施
し
た
。
竜
宮
保
育
園
で
は
、

約
8
0
0
ｍ
離
れ
た
小
桜
稲
荷

ま
で
、
所
要
時
間
は
約
13
分

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
南
保
育
園

で
は
、
約
5
0
0
ｍ
離
れ
た
お

お
あ
し
児
童
館
ま
で
、
所
要
時

間
は
約
16
分
で
あ
っ
た
。
今

後
も
、
子
ど
も
の
命
を
守
る
こ

と
を
大
前
提
に
考
え
訓
練
し
て

い
く
。

　
　

武
豊
町
の
公
共
施
設
に
お

い
て
、
避
難
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
役
場
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
、
児

童
ク
ラ
ブ
で
は
、
実
施
し
て
い

な
い
。
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
の
特
性
に
合
わ
せ
た
内
容
で

避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　

武
豊
町
の
公
共
施
設
に
お

い
て
、
避
難
経
路
の
表
示
が
必

要
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　

避
難
す
る
時

に
目
に
付
く
よ
う
に
、
避
難
経

路
の
表
示
を
検
討
し
て
い
く
。

町
政
を
問
う
！

個
人
質
問

更なる津波を想定して、近隣の高台への避難を検討する答

問

県に早期の事業化を強く求めていく

臨港道路の騒音対策として、緑地緩衝帯の設置を臨港道路の騒音対策として、緑地緩衝帯の設置を
答

問

南保育園、竜宮保育園の津波に対する避難訓練の改善は南保育園、竜宮保育園の津波に対する避難訓練の改善は

問

問問

　
　

臨
港
道
路
新
堀
川
橋
・
里

中
交
差
点
間
は
、
自
動
車
騒
音

が
騒
音
環
境
基
準
を
超
え
て
お

り
、
地
元
住
民
や
町
議
会
特
別

委
員
会
か
ら
、
騒
音
対
策
が
強

く
求
め
ら
れ
て
き
た
。

　

新
堀
川
橋
・
里
中
交
差
点
間

の
４
車
線
分
の
用
地
確
保
、
緑

地
緩
衝
帯
の
設
置
の
見
通
し
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
19

年
10
月
９
日
、
愛
知
県
知
事
あ

て
提
出
し
た
「
町
長
意
見
」
で
、

騒
音
緩
衝
緑
地
帯
用
地
と
し
て

の
要
望
で
は
な
い
が
、
４
車
線

の
用
地
確
保
の
要
望
を
し
た
。

　

昨
年
、
都
市
計
画
変
更
が
決

定
さ
れ
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
、

具
体
的
な
事
業
計
画
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
、
早
期
事
業

化
が
さ
れ
る
よ
う
県
に
強
く
要

望
し
て
い
く
。

　
　

騒
音
緩
衝
緑
地
帯
設
置
の

た
め
に
は
用
地
買
収
が
必
要
と

な
る
。
地
権
者
と
予
備
的
な
話

を
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ

う
な
話
し
合
い
を
行
っ
て
き
た

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

昨
年
、

都
市
計
画
変
更
の
際
、
地
権
者

全
員
に
案
内
を
出
し
、
話
し
合

い
を
し
た
。

　

４
車
線
化
事
業
の
話
し
合
い

は
も
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
事

業
化
が
具
体
化
し
た
時
点
で
話

し
合
い
の
場
を
も
ち
た
い
。　

　
　

住
民
の
要
望
が
区
長
を
通

じ
て
町
に
提
出
さ
れ
る
。
当
該

年
度
に
未
処
理
と
な
っ
た
要
望

が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
か
、

要
望
し
た
住
民
に
返
さ
れ
て
い

な
い
。

　

住
民
に
、
結
果
を
正
確
に
伝

え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
か
。

　
　
　
　
　

受
け
た
要
望
は
現

場
状
況
を
確
認
し
、
そ
の
都
度
、

処
理
方
法
に
つ
い
て
区
長
に
説

明
し
て
い
る
。

　

６
月
、
12
月
の
２
回
、
処
理

状
況
、
保
留
、
未
処
理
状
況
を

伝
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
当
該
年
度
の
み
で

は
な
く
、
当
該
年
度
以
外
に
つ

い
て
も
説
明
を
行
な
い
、
状
況

を
共
有
し
て
い
く
。

問

問

問

答

厚
生
部
長

青木　宏和 議員

梶田　進 議員

■竜宮保育園の避難訓練■公共施設でも避難訓練を

■開通した臨港道路

答

総
務
部
長

答

教
育
部
長

答

産
業
建
設
部
長

答

産
業
建
設
部
長
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３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
伴
い
武
豊
町
で
は
、

14
時
46
分
に
震
度
３
の
地
震
を

観
測
。
15
時
14
分
に
愛
知
県
外

海
・
伊
勢
・
三
河
湾
に
津
波
注

意
報
が
発
令
さ
れ
、
15
時
30
分

に
緊
急
一
括
放
送
で
津
波
警
報

が
同
報
無
線
よ
り
流
れ
た
。

　

津
波
は
、
半
田
観
測
所
の
記

録
に
よ
る
と
、
第
１
波
が
17
時

頃
50
㎝
、
最
大
波
が
70
㎝
。

　
　

津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た

の
に
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
か

ら
海
沿
い
の
自
宅
に
帰
っ
て
き

た
。
海
抜
の
低
い
自
宅
よ
り
も

学
校
の
方
が
安
全
だ
と
思
う
が
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

た
の
か
。　

　
　
　
　
　
　
　

低
学
年
は
、

す
で
に
下
校
し
た
後
だ
っ
た
。

注
意
報
の
た
め
、
他
の
学
年
は

海
に
近
付
か
な
い
よ
う
指
導
し

て
帰
し
た
。　　
　
　
　
　
　

　
　

児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
な

ど
、
正
職
員
の
い
な
い
施
設
に

お
い
て
も
災
害
時
の
行
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
周
知
徹
底
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
現
状
は
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
児
童

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
な
い
。
各
施
設
と
も
、

至
急
、
作
成
と
見
直
し
作
業
を

し
、
定
期
的
に
避
難
訓
練
が
で

き
る
よ
う
指
示
を
し
た
。

　
　

大
き
な
地
震
発
生
時
の
対

応
は
、
校
長
判
断
と
な
る
が
、

す
べ
て
引
き
渡
し
で
は
な
く
、

海
側
の
学
校
は
配
慮
を
。

　
　
　
　
　
　
　

地
震
が
発
生

し
た
場
合
は
、
引
き
渡
し
で
は

な
く
、
学
校
で
安
全
確
保
す
る
。

　
　

本
町
で
は
、
第
５
次
武
豊

町
総
合
計
画
の
施
策
方
針
で

「
ま
ち
づ
く
り
団
体
を
応
援
す

る
」
と
し
、「
住
民
、
地
域
、

行
政
の
連
携
・
協
力
を
深
め
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

体
制
や
仕
組
み
を
整
え
る
。」

と
し
て
い
る
。

　

い
ま
こ
そ
、
町
長
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
も
あ
る
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
目
標
実
現
の
た

め
に
、
行
政
の
役
割
を
明
確
に

し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
て
条
例
制
定
を
し
て

は
。

　
　
　
　
　
　
　

「
協
働
」
は

総
合
計
画
の
基
本
目
標
１
と
し

て
、
重
要
な
位
置
づ
け
で
あ
る
。

武
豊
町
地
域
福
祉
計
画
の
中
で

具
現
化
す
る
。
条
例
制
定
の
考

え
は
な
い
。

　
　

平
成
20
年
３
月
の
学
習
指

導
要
領
改
訂
に
伴
い
小
学
校
で

は
23
年
度
か
ら
、
中
学
校
で
は

24
年
度
か
ら
す
べ
て
の
教
科
で

完
全
実
施
さ
れ
る
と
し
て
い
る

が
本
年
度
の
重
点
施
策
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　

本
年
度
の
重
点

努
力
目
標
は
、
い
の
ち
の
教
育

の
推
進
・
学
習
習
慣
と
生
活
規

律
の
定
着
を
柱
に
こ
れ
ま
で
の

教
育
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
。

　

知
育
で
は
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス

タ
ン
ト
4
人
の
増
員
に
よ
り
個

別
学
習
指
導
の
充
実
、
５
・
６

年
生
の
外
国
語
教
育
で
は
す
べ

て
の
授
業
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置
し

興
味
・
関
心
を
高
め
る
。
徳
育

で
は
、
い
の
ち
の
教
育
指
導
の

推
進
・
共
生
を
実
感
す
る
体
験

活
動
の
推
進
・
情
報
モ
ラ
ル
教

育
の
推
進
を
は
か
る
。
体
育
で

は
、
部
活
動
・
ク
ラ
ブ
活
動
の

推
進
、
食
育
で
は
、
家
庭
と
の

協
力
に
よ
り
食
べ
物
を
大
切
に

す
る
取
組
み
を
進
め
る
。

　
　

授
業
時
間
・
学
校
行
事
の

増
加
に
よ
り
学
習
内
容
の
習
熟

は
さ
れ
て
い
る
か
。
先
生
と
児

童
・
生
徒
が
向
き
合
う
時
間
が

十
分
取
れ
て
い
る
か
不
安
で
あ

る
。
夏
休
み
の
短
縮
お
よ
び
土

曜
日
の
授
業
再
開
な
ど
、
武
豊

町
独
自
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　

こ
の
件
に
つ
い

て
は
知
多
地
方
教
育
事
務
協
議

会
に
お
い
て
地
域
間
格
差
の
な

い
よ
う
に
図
っ
て
お
り
、
学
校

に
お
け
る
事
務
の
簡
素
化
、
授

業
の
工
夫
な
ど
で
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　
　

22
年
度
の
い
じ
め
・
不
登

校
の
現
況
と
本
年
度
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　

不
登
校
は
小

学
校
で
は
18
人
（
0
・
7
％
）
、

中
学
校
で
は
47
人
（
3
・
6
％
）

こ
こ
３
年
間
で
は
小
学
校
で
は

増
加
傾
向
、
中
学
校
で
は
減
少

傾
向
に
あ
る
。
対
応
に
つ
い
て

は
ひ
と
り
ひ
と
り
個
別
の
事
情

が
あ
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
の
活
用
と
自
己
肯
定
感
を

高
め
る
教
育
活
動
を
す
す
め
る

と
と
も
に
、
家
庭
と
の
連
携
を

図
り
未
然
防
止
に
努
め
る
。
い

じ
め
の
認
知
件
数
は
小
学
校
で

９
件
、
中
学
校
で
22
件
で
、

よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
つ
く
る

道
徳
教
育
の
推
進
と
子
ど
も
た

ち
の
行
動
状
況
の
把
握
に
努
め

て
い
き
た
い
。

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

町
政
を
問
う
！

個
人
質
問

いのちの教育の推進・学習習慣と生活規律の定着に努める

平成23年度武豊町学校教育の重点施策と新たな取組みは平成23年度武豊町学校教育の重点施策と新たな取組みは
答

問

問

答

教
育
長

答

教
育
長

問問答

厚
生
部
長

問問

青木　信哉 議員

小寺　岸子 議員 マニュアルを見直し、定期的に避難訓練を実施していく

職員の災害時行動マニュアルの周知徹底を職員の災害時行動マニュアルの周知徹底を
答

問

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

問問
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